
より良い社会の形成に向けた課題と解決策について考える力を培うための指導の工夫 
～付せん紙を利用したワークシートを活用し、より良い社会に向けたメッセージを書く活動を通して～ 

社会科班  佐藤 真樹 （小学校教諭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学習内容を自分に関係あることとしてとらえていない 

●学習内容を関連付けてとらえられない。 

●学習内容を根拠として考えを述べることに慣れていない。 

 

 

「よりよい国民生活に向けた課題と解決

策を考えることができる」（小学校５年） 

【中心となる手立て】 

付せん紙を利用したワークシートを活用し、よりよい社会に向けたメッセージを書いてみよう！ 

○付せん紙の類型化とワークシート上での操作により、学習内容を視覚的に整理・再構成できたので、よりよい社会に向けた課題と解決策を考える力を培うことができ

た。 

○緑付せん紙に「自分ならこうしたい」、「感心したこと」を書き、それらを蓄積、整理することによって、学習内容をより自分と関係があることとして捉え、「甘楽（群

馬、日本）に生まれてよかった」、「地域の発展の役に立ちたい」といった、社会参画の意識を培うことにもつながった。 

▲ワークシートに沿って自分の考えをまとめていくため、画一的な内容になりやすい。ワークシートの内容を吟味し、多様な考えを引き出せる工夫が必要と言える。 

☆付せん紙を利用したワークシートを活用した学習は、産業学習以外にも、地理的分野や公民的分野で課題と解決策を考えたりする際にも有効だと考える。 

①課題と解決策に整合
性があるか。

②その解決策を行うと
どんなよいことがある
か考えている。

③課題を解決するため
に自分にできることを
考えている。

④解決策と自分にでき
ることを関連付けて考
えている。

人数（人） 31人（＋－０人） 28人（＋15人） 31人（＋13人） 21人（＋13人）
割合（％） 100％（＋－０人） 90％（＋48％） 100％（＋42％） 68％（＋39％）

僕は日本の食糧自給率が低いことが課題だと思います。このままでは日本の品質のよい食べ物が食べられなくなって

しまうかと不安です。そこで解決策を考えました。それは地産地消をもっとたくさん行い、地元で作ったものをたくさ

ん食べることだと思います。すると、安心安全な食べ物を作ったり食べたりする習慣が広がり、食糧自給率も少しず

つ上がっていくと思います。僕は、都会よりも安心安全な食べ物が食べられる群馬県で生活できてよかったと思いま

す。だから僕は、地元のものをたくさん食べるために、今日から道の駅甘楽をたくさん利用していきたいと思います。 

 

習得 

再構成 

☆課題（青）、○解決策（赤）、◇考えたこと（緑）を付せん紙に書きノートに貼る。 

比較･関連･総合 

緑付せん紙を関係のあるところに動かし、学習内容を自分に関係あることとして再構成する。 

。 

類型化したものの見出しは「ど

んなよいことがあるか。」 

KJ法的な手法で付せん紙を類型化し、解決策とよりよい社会の姿を関連付ける。 


